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第 8回 日本読書療法学会勉強会 
「日本における読書療法の普及のために～イギリスの現状を参考に」 

日本読書療法学会会長 寺田 真理子 
2012年 8月 5日（日） 

 
※ この講義録に登場する団体等の詳細をご覧になりたい方は、ブログのほうにリンクとと

もにご紹介しておりますので、下記のURL をご参照くださいませ。 
  http://ameblo.jp/teradamariko/entry-11374328201.html 
※ 参加者の方々のご質問の一部にプライベートに関わることもございましたので、お名前

は伏せて「参加者」とのみ表記させていただいております。 
 
今日は「日本における読書療法の普及のために～イギリスの現状を参考に」というテー

マなのですが、前半でイギリスにおける読書療法についてお伝えし、その内容を踏まえて、

日本で読書療法を普及していくにはどうすればいいかについて後半でディスカッションを

していけたらと思います。 
今回は初参加の方が多いので、読書療法とは何かということをはじめに少しお話してお

きます。読書療法は英語では Bibliotherapy（ビブリオセラピー）ですが、Biblioというの
は古いギリシャ語で「書物」または「聖書」を意味します。Therapy は「セラピー」とカ
タカナで日本語でも用いられるように「治療」という意味があります。あわせて

Bibliotherapy は「書物による病気の治療法」という意味になります。この後で
Bibliotherapist（ビブリオセラピスト）という言葉が何回か登場しますが、これは
Bibliotherapyを行う者、読書療法による治療を行う者という意味になります。日本語でも
読書カウンセリングや文学療法などさまざまな呼び方がありますが、ここでは「読書療法」

に統一して使っていきます。 
 
次に読書療法の定義を見てみましょう。読書療法には「これ」というひとつの決まった

定義があるわけではなく、このようにいくつかの定義があります。 
 
「方向性を持った読書を通じた、個人的な問題の解決への指導」（Webster’s New 

Collegiate Dictionary、1981） 
 
「文学を互いに共有することに基づく、ファシリテーターと参加者の間の相互作用を構

造化する技法のひとつ」（Berry、1978） 
 
「感情的な問題や精神の病を抱えた人の治療に文学や詩を用いること。読書療法は往々

にして社会的な共同作業や集団療法に利用され、あらゆる年代に有効であると報告されて

いる。入院患者、外来患者にも有効であるほか、個人的成長や自己啓発の手段として文学

を共有したいと願う健康な人間にとっても有効である」（Barker’s Dictionary of Social 
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Work、1995） 
 
「人格的適応のうえで問題をもっている子どもに対して、適当な読み物を与えることに

よって、その問題を解決し、彼の適応を正常化するように導くガイダンスの一つの技術」

（『読書療法』、1966） 
 
最後の定義の背景には、日本では読書療法はおもに非行少年の矯正に用いられたという

ことがあります。このように、使われてきた背景によって読書療法の定義はさまざまです

が、みなさんが今日こうして参加してくださったのは、ご自身が何らかの形で読書によっ

て癒されたとかホッとしたとか、そういうご経験があったからだと思います。そのように

広く、読書によって何らかの癒しを得たことを読書療法としてここでは捉えていっていた

だけたらと思います。 
 
読書療法の歴史ですが、昔から読書の療法的効果は認識されていて、古代ギリシャの図

書館の入り口には「魂の癒しの場所」と書かれていたほどです。それが文献に登場するの

は 16 世紀に入ってからです。みなさん、『ガルガンチュア物語』というのを昔どこかで習
ったご記憶があるかもしれませんが、その作者のフランソワ・ラブレーは作家であると同

時に医師でもありました。そこで患者に対して薬を処方するだけでなく、「あなたはこれを

読んだらいいですよ」という具合に文学作品も処方していたという記録が残っています。 
20 世紀になり、フロイトなど精神療法の領域で活躍する人々が増え、彼らの言ってい

ることは読書によって体現できるのではと考えられるようになってきました。たとえば、

登場人物の中に自分を見て、その人物の行動に自分を重ね合わせてカタルシスを得ること

が可能です。そういう点から読書がひとつの療法として注目を集めるようになっていきま

す。そこには、大戦の影響もありました。第一次、第二次と大戦がありましたが、それに

よって当然ながら多数の負傷者が出ました。そういう人たちが病院に入り、回復まで思う

ように身体が動かせない状況で過ごさなければいけなくなり、その中で読書に向かうこと

が増えました。病院側でも病院図書館を整備して、積極的に本を読んでもらうようにしま

した。そして、メニンガー兄弟という精神科医の兄弟が研究を進めたことで、療法として

深まっていきます。詳しくお話していくとそれだけでかなり時間をとってしまいますので、

この内容については第 1 回 日本読書療法学会勉強会の資料をご参照ください。日本読書
療法学会のホームページの「セミナー情報」欄からダウンロードいただけます。 

 
それでは、イギリスの読書療法について見ていきたいと思います。図書館と医師の連携

について、こんな記事があります。 
 
病気の患者にフィクションを処方することなど、たいていの医師はしないであろう。し

かし、これこそまさに 9 月からイギリスで行われることなのだ。医師と司書がチームを組
んで新しいプログラムを立ち上げ、様々な病気に苦しむ患者に対し、療法的な小説を処方
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するのである。  
 従来の医療への代替策として、ウエストヨークシャー州カークリーズの家庭医は、う

つ病の発作やストレス、不安に悩む患者を地元の図書館の「ビブリオセラピスト（読書療

法家）」に照会することになる。するとビブリオセラピストは図書館のデータベースを検索

して、それぞれの患者の特定の病気を緩和させるための、いわばオーダーメイドの本のリ

ストをその患者のために作成する。目的は、回復しようと鼓舞するような、あるいは少な

くとも元気づけるような役割を果たしてくれる本と患者を結びつけることだ。試験プログ

ラムには政府、地元の保険機関が出資するほか、図書館のチャリティとして行われる。 
 カークリーズ図書館の司書で、このプログラムの組織者であるキャサリン・モリスに

よれば、このプログラムは重度の精神病を対象としたものではなく、うつ病や軽度の不安

神経症を想定したものである。  
  
つまり、これまでは患者が来たら医師は薬を処方していたわけですが、今度からはその

代わりに、あるいはそれと合わせて、患者を図書館に照会するんです。そうすると図書館

のビブリオセラピスト（読書療法家）が患者に会って、これまで読んできた本や現在の精

神状態を訊いて、その上で「あなたはこれを読んだほうがいいですよ」と、オーダーメイ

ドで本のリストを作ってくれるんですね。そういう取り組みがイギリスで始まったという

記事です。これはインターネット上で読めるものなのですが、“A spoonful of Dickens”と
いうタイトルになっています。（http://www.salon.com/2000/08/08/bibliotherapy/）ディケ
ンズは『クリスマスキャロル』などの作者として知られています。Spoonful というのはス
プーンひと匙ということですが、外国の薬って、シロップ状のどぎつい色と香りのものが

多かったりしますが、そういう薬をひと匙よりも、ディケンズのような文学作品をひと匙

与えたほうがいいのではないか、ということからつけたタイトルかと思います。この記事

を一部抜粋して翻訳の上、上記にご紹介しました。 
 
この記事が書かれたのが 2000年だったので、それではその後この取り組みがどうなっ

たのか調べてみました。カークリーズという、マンチェスターよりもう少し北にあるとこ

ろですが、ここでこの取り組みが続いていました。ちょうど図書館の様子がわかる映像が

あるので、こちらをご覧いただけたらと思います。 
http://www.youtube.com/watch?v=8G5_S7Coabw 
これは図書館のサービスを紹介した映像なんですが、ローカルな雰囲気ですよね。そし

て、色使いなども明るくてカラフルです。日本の図書館も新しくできたところはおしゃれ

な感じでポップな色使いがされていたりしますが、昔ながらの図書館は地味な感じかと思

います。図書館ではこんなふうに探し物を手伝ったり、地方税の支払いをしたり、いろい

ろなサービスをしてくれるんですよ、ということを紹介していて、地元に密着した図書館

だなと感じました。カークリーズで検索すると、日本で言ったら市のサイトのような行政

サービス情報のサイトが出てくるのですが、その中に図書館のリンクがあります。 
http://www.kirklees.gov.uk/community/libraries/bibliotherapy/bibliotherapy.shtml 
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そこに、誰でもダウンロードできる形で“Bibliotherapy Toolkit”というこの書類がありま
す。これは、カークリーズで読書療法の取り組みをどのようにやってきたか、どうして読

書療法は意義があるのか、また各種の体験談、方法論、議会などに働きかけて巻き込んで

いくためにどのようなことをやったかという内容をまとめたものです。そして本のリスト

がついていますが、ある人にとってはとても意味のある本でも、それが別の人にとっては

何の意味も持たないということがあるので、一概にこれがいいというリストとして紹介す

ることにためらいはあるけれども、あえて挙げるなら、ということで紹介されています。 
“Bibliotherapy Toolkit”では、読書療法を医療モデルと社会モデルという 2つのモデ

ルに分けています。 
  
医療モデル 
• カウンセラーやセラピストが特定の場所で行う 
• 主に子どもや 10代が対象 
• 文学、特に詩を用いる 
• 読書とディスカッション、質疑応答のプロセスを慎重にモニタリング 
• カウンセラーが主要な役割 
 

社会モデル 
• 対象となる人々、読み物、場所ともにより広範な、柔軟なもの 
• 医療従事者や図書館員、教師、ソーシャルワーカー、家族や友人、本人からの照

会 
• メンタルヘルス上の問題を抱えているかどうかにかかわらずセッション可能 
• 正常性、コミュニケーション、社会的交流に関する読み物 
• 処方されたリストはなく、短編や自伝、詩、新聞記事を交えた広範な読み物を扱

う 
• ビブリオセラピストはカウンセラーである必要はない  

 
医療モデルにおいては、カウンセラーが対象者の意欲を積極的に引き出すという重要な

役割を果たします。 
社会モデルではメンタルヘルス上の問題の有無を問わないので、たとえばうつ病であっ

たりしても、それを理由にセッションを断られることはありません。このセッションとい

うのは個人の場合と集団の場合があり、個人の場合には“Reading Diary”という読書日記
をつけてもらいます。そこに、どんな本を読んだか、自分の精神状態はどうだったかを書

いていき、それをビブリオセラピストと見ながら続けていきます。むしろ複数で読書をす

る読書会の形式がとられることのほうが多いようなのですが、この読書会については後ほ

どまた詳しく見ていきます。 
ビブリオセラピストはカウンセラーである必要はないということですが、代わりにこの

ような要件があります。 
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ビブリオセラピストは訓練を受けたカウンセラーである必要はない。ビブリオセラピス

トの主な要件はともに読書をすることへのコミットメントと情熱、そしてその情熱を他者

に伝える能力である。 
 
これを読んだとき、これで大丈夫なのかなと思いました。というのも、対象者はさまざ

まな精神疾患を抱えている場合があり、医療モデルに近い対応が求められることもあると

思うのですが、ビブリオセラピストが心理学やカウンセリングの知識もなくて大丈夫なの

かと不安に感じたのです。この点に関してはカークリーズの図書館にお問い合わせ中で、

情報を入手次第お知らせします。 
 
ビブリオセラピストの資格要件についてはまた後ほど触れますが、調べた限りでは特に

定義や要件はなかったのですが、そういう状況の中で活動していくことに不便を感じない

のかについても引き続き調べているところです。 
 

 
（後日、お問い合わせへのお返事をいただいたので、以下に追記します。） 

 
ビブリオセラピーは、大半はソーシャルモデルで行います。2000年にビブリオセラピ

ーサービスを開始した当初は、家庭医からの照会を想定していたのですが、実際にはうま

く機能しませんでした。現在では、メンタルヘルス上の問題を抱える方たちのためのチャ

リティ団体を含め、あらゆる組織からの照会を受け付けています。図書館や地域で多くの

読書会を開催していますが、メンタルヘルス上の問題を抱えた方向けのものとするよりも、

いろいろな方を取り込んで統合していくことを目指して動いています。更生施設や病院の

精神科急性期治療病棟でセッションを行っています。記事が与える印象のようにオーダー

メイドの本のリストを提供して厳密にやっているというよりも、詩や散文を使ったり、本

を選んだり読んだり、それについて話し合ったりという感じでやっていて、創造的な作文

もあります。サービスは引き続き開発しているところで、現在は携帯メールのプロジェク

トを試験中ですが、とてもうまくいっています。実際、とても忙しくしていて、ビブリオ

セラピーに関する認識や関心も高まってきているようです。認知症や、薬物更生中の方、

脳卒中や神経疾患その他を含め、あらゆるメンタルヘルス上の問題を抱えた方に対応して

います。 
 
事実上誰でもビブリオセラピストを自称できてしまうことへの懸念から、トレーニング

コースを開発中で、これがイギリスで国家認定となることを期待しています。現在、この

開発のための資金を募っているところです。ハダーズフィールド大学と連携して看護師を

対象にビブリオセラピーセッションを行い、秋には同大学でビブリオセラピーマスターク

ラスを開催したいと考えています。ビブリオセラピーには 2つのレベルがあると私たちは
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考えています。レベル 1に比べて、レベル 2はより専門的なものになります。レベル 2は、
病気の回復期よりも急性期にいる人と関わることを望む人たち向けのものになるでしょう。

これは非常に専門的な仕事で、誰もがビブリオセラピストにふさわしい性格や能力を備え

ているわけではありませんから、トレーニングを提供することで対応する必要があると感

じています。私たちは全員メンタルヘルス上の問題に対応した経験があり、たとえば私は

25年前に地元の精神科の看護師をしていました。ですから、セッション中に気分を害する
人や問題行動のようなことがあっても、対応できるわけです。現在取りまとめているトレ

ーニングでもこの点は対応します。 
 
（ビブリオセラピーの）RAYSプロジェクトは図書館員のアイデアから始まり、軌道に

乗るまでに長い時間がかかりましたが、現在ではカークリーズにおいてよく認知され、NHS
も予防措置として、そして対応戦略の一環として、私たちの仕事に特別な関心があること

を表明しています。イギリス中から、そして世界各国からも問い合わせがあります。ビブ

リオセラピストは図書館によって雇用され、私たちの仕事はとても高く評価されているた

め、不況による地方公共団体サービスの削減にも関わらず、ビブリオセラピーに関するポ

ストの削減案は出ていません。 
 
特定の照会フォームのようなものはなく、誰でも自分自身で照会ができるようになって

います。これは、あまり堅苦しくしたくないからです。この仕事を認知してもらうまでに

時間はかかりましたが、現在ではかなり地位が向上したといえるでしょう。トレーニング

プロジェクトの一環として有効性を証明するために評価方法を確立したいと考えています。

すでにある事例証拠を裏付けるものとしての具体的な証拠を NHSのような組織は求める
ので、この点を検討中です。 
 
読書日記を全員がつけているわけではなく、正直なところ、つけている人の数は少ない

です。特定の本を「うつ状態のときに読むのによい」と分類することは実際にはできない

と気づきました。というのは、ある人にとって効果のあるものでも、他の人にとってはそ

うではないかもしれないからです。とても個人的なことなのです。それでも、詩や散文で、

効果が高いように思われるためによく用いられるものはあります。ですが、参加者にとっ

ても私たちにとっても新鮮さを保つため、違うものを使っていく必要があります。 
 
ビブリオセラピーのユニークな点の一つは、それが相互作用を及ぼすことだと思います。

これまでに関わってきた人たちから本や詩を薦められることがありましたが、それらは私

が読んだことのあるものでした。つまり、ビブリオセラピーとは、単に行うだけのもので

はなく、それを育む手助けをし、その貢献が評価されるものなのです。 
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カークリーズ以外でも、イギリス各地で現在は読書会が行われています。今回、その読

書会のひとつに友人に参加してもらいました。まず、その友人がロンドンで大英図書館に

行って読書療法のことを訊いてくれたのですが、司書の方にお尋ねしたところ、読書療法

のことは聞いたことがないというお返事だったそうで、私も驚きました。そこですぐその

司書の方が調べてくれて、ケンジントン＆チェルシー図書館で読書会をやっていると紹介

してくれたのです。そこの図書館で各種のチラシ類をもらってきてくれたので、みなさん

にお見せしたいと思います。 
 

 
 
このチラシにどんなことが書いてあるかというと「短編や詩、小説、戯曲を声に出して

読みます」「事前に本を読んでくる必要はありません」「その日ふらっと来てください。コ

ーヒーや紅茶を飲みながらやりましょう」「参加した人が声に出して読まなきゃいけないと

か、ディスカッションに参加しなきゃいけないとか、そういうプレッシャーは一切ありま

せん」「どれだけ参加したいかは、あなたが自由に決めてください」という具合で、すごく

敷居が低くて、誰でも来てくださいという雰囲気になっています。 
このような読書会に友人に参加してもらったわけですが、そのときは 8名でジェーン・

オースティンの『説得』を読んでいたそうです。ちょうど原書が家にあったので持って来

ました。ジェーン・オースティンは『プライドと偏見』が映画化されたりしているので、

日本でもなじみのある作家かと思いますが、『説得』と『プライドと偏見』を含む原書 3冊
がきれいな箱に入って 750 円くらいで売っていたので、インテリアとしてもかわいいと思
い、つい買ってしまったものです（笑）。『説得』は長編小説ですが、読書会では少しずつ

読んでいっているそうです。主催の女性はメグさんという方で、司書でもなく、ビブリオ

セラピストを名乗っているわけでもありません。ただ、ご自身で心理学やコーチングは勉

強されているそうです。この読書会は毎週月曜日の夜に開催され、小説や詩を読んでいま

す。読書の療法的効果というか、読書を続けることで精神状態が改善されることが徐々に

認識されてきていて、地元の医師に「あそこで読書会をやっているから参加したらいいよ」

と勧められて来る患者も増えているそうです。 
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参加者が実際にどう変わっていったかが読める“Jane’s Story”というブログ記事があ
ります。 

http://thereaderonline.co.uk/2012/07/26/janes-story-books-are-a-lifeboat/  
Jane はうつ病に悩んでいた時期があったのですが、薬を服用したりカウンセリングの

セッションを受けたりする傍ら、読書会にも参加しました。毎週開催されているので定期

的に通い、シェイクスピアやジョージ・エリオットなどの文学作品を読んでいき、その中

で自信を回復できたそうです。読書会のときは本の世界に入っているので、「自分はすごく

安全な場所にいる」という感覚を持てたそうなんです。読書会のときは誰も自分のことを

批判したりしないし、自分は安全なんだ、と。その体験を積み重ねることで自信を取り戻

し、自分も読む側に回りたいと言って子供たちへの読み聞かせをするようになり、そのこ

とでまたさらに自信をつけることができたのです。ここでは読書のことを「ライフボート」

として表現していますが、命綱のような役割を果たしてくれたと語っています。 
この読書会の様子が映像で見られるので、みなさんにお見せしたいと思います。05：33

のところからです。 
http://www.youtube.com/watch?v=JuCtHUDW4fw 
いろいろな精神疾患を持った方たちが集まっての読書会なのですが、読んでいる主催者

側の女性がファシリテーターとして機能します。参加者はページのコピーを持っています

が、ある程度読んだらそこで止めて、どんなことを考えたか、登場人物についてどう思う

かなど、参加者の意見をもらっています。このときは『嵐が丘』を読んでいて、人数も多

めですが、通常は 10名以内で行っているそうです。登場人物になぞらえながら、自分が思
っていることをいろいろと表現できる、その意義が大きいのかなと感じます。現在イギリ

スで 300くらいの読書会があるそうですが、その組織を立ち上げたのが 07：15で登場した
ショートヘアの女性です。このようにお茶を飲んだりしながら気楽な感じでやっています。

08：03 で質問をしているのは BBC の番組のリポーターで、読書療法の効果を実際に聞い
てみたいということで今回この読書会に取材に来ています。読書会に参加することで精神

状態が落ち着いたとかそういう変化があったかを質問しています。参加者の方々も、実際

に読書会に来ることで、こういう場があることで精神状態がよくなったとか、うつ病でど

うしても自分の内側にこもりがちなのがこういう場があると発散してまた安定を取り戻せ

るとか、薬よりもこういう場に来るほうがずっといいと家族にも言われているとか、そう

いうことを答えています。 
この読書会を主催しているのが The Reader Organisationという団体です。 
http://thereader.org.uk/ 
先ほどのインタビューで登場したショートヘアの女性がリバプールで始めたものだっ

たのですが、今はかなり広がりを見せています。 
 
The Reader Organisationは読書革命を目指す全国的なチャリティ組織です。偉大な文

学を共有し、あらゆる年代、社会的背景、能力の人々が読書をできるようにすることで社

会変革をもたらし、幸福感を高め、コミュニティを形成するために取り組んでいます。 
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読書革命を目指すということで、実際にどういう活動を行っているかというと、次のと

おりです。 
 
Get into Reading 
私たちの主要なプロジェクトである Get into Readingは、読書という経験における分

かち合いであり、読書革命の第一歩です。 
 
Training 
読書革命を実現するためには、文学への純粋な情熱を持ち、文学が人生に及ぼす前向き

な影響を信じる一般の人々がもっと必要です。 
 
A Little, Aloud 
A Little, Aloudは、あなたの大切な人に読み聞かせるための散文や詩のアンソロジーで

す。 
 
Get into Readingが先ほどの読書会なのですが、刑務所やホームレスの人たちの集まる

ところなど、あらゆるところで開催しています。参加者のほうも、たとえばあるときの読

書会での参加者を見てみると、広場恐怖症、パニック発作、双極性障害、夫を亡くしたシ

ョックから回復中、アスペルガー障害という具合に、いろいろな精神疾患を抱えた方たち

も参加をしています。 
Trainingは、読書会を主催する人を育てるものです。先ほどの映像でも、読み聞かせを

していた女性がファシリテーションをしていましたが、そういうことができる人材を育て

ていくものです。長期にわたるものではなく、お値段的にも 750 ポンドですからざっと 9
万円ですので、2、3日間で集中的にファシリテーションを学ぶ感じかなと思います。 

A Little, Aloudはアンソロジーですが、実際に読書会の中で使われたものの中から「こ
れはいいね」という作品を集めたものになっています。 
これら 3つの活動が主なものとして挙げられていましたが、調査研究事業も進んでいま

す。たとえば「認知症がある高齢者への読書療法による介入」という研究がリバプール大

学と共同でまとめられています。老人ホームで読書会を定期的に開催することで、認知症

があるお年寄りの精神状態が改善されたということが書かれています。ただ、これは読書

療法の難しいところなのですが、療法効果というのが数値化しづらいんですよね。読書会

を続けることでたしかに精神状態がよくなっていっているし、ケアスタッフもその効果を

実感しているんですけれども、それをエビデンスとして示そうとすると難しいのです。そ

の効果が本当に読書によるものなのか、それとも何か他の要因によるものなのかを細かく

見て示していくというのは困難なのですが、そんな中でも数値化の努力をしてまとめてい

るので参考資料にはなるものの、データとしては弱いかなと思います。ただ、具体的なエ

ピソードとしては、101 歳の方の詩が掲載されていて、「優しい女性が毎週やってきて詩を
読んでくれる。101年生きてきて、一部は目が見えていないようなものだったけれど、今で
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はその女性がインスピレーションを与えてくれるので読書を楽しんでいる」という内容の

詩をスタッフ宛てに送ったりしています。これが認知症がある高齢者に関する研究ですが、

これ以外にもうつ病と読書療法の関係についての研究も、同じくリバプール大学と共同で

なされています。こちらもデータを取って数値化の努力がされているものの、やはり個別

のエピソードのほうが主かなと感じました。いずれの資料もどなたでもダウンロードでき

るようになっています。読書会を各地で開催する傍ら、こうやって読書療法の療法的効果

を示そうとしている組織かなという印象を受けました。 
 
イギリス各地での読書会の母体となっているようですが、これ以外に面白いなと思った

取り組みが THE SCHOOL OF LIFEです。 
http://www.theschooloflife.com 

 
The School of Lifeは毎日の生活に素敵なアイデアを提供します。 
セントラルロンドンの小さなお店から、より賢く、そしてよりよく生きる 
ための多彩なプログラムとサービスをお届けします。 
 
これはカルチャースクールをイメージしてもらうとわかりやすいかと思います。日本で

はカルチャースクールは大きなビルの一角に入っていることが多いですが、こちらは小さ

なお店を拠点として、心理系を中心としたさまざまなプログラムを提供しています。人間

関係がうまくいかないのをどうしたらいいかとか、仕事にやりがいを感じられないけれど

どうしたらいいかとか、そういう質問に対応できるようなものになっています。 
このホームページにはショップもあるのですが、その中で興味を引かれたのが読書療法

のギフト券です。子ども向けに読書療法にかなう本を選ぶ時間をプレゼントするもので、

これが商品として扱われています。二人のペアで読書療法を受けられるというのもあって、

ユニークだなと思いました。 
ブログのほうでは読書療法のコーナーがあり、ビブリオセラピストとして登録された方

たちが読者からの質問に答えています。どういう方が登録されているかというと、テヘラ

ンからロンドンに移住し、過酷な人生経験の中で読書に力づけられてきた女性、作家とし

て活動している女性、お客さんにぴったり合った本を見つけるのを何よりの喜びとする書

店経営の女性です。こういう方たちがビブリオセラピストとして様々な質問にお答えをし

ています。 
たとえば、こんな質問が寄せられています。 
 
ビブリオセラピストへ 
 
   これまでの二、三年間、弁護士になるために勉強をしてきて、自分のクリエイティ

ブな側面をまったく使っていないように感じます。以前は絵を描いたり踊ったりしていた

のに、今はとにかく時間がないのです。こういう能力の出口のようなものがないと、 能力
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自体を失ってしまうのではと心配なのですが、そのための時間をどうやって予定に組み込

めるのかもわかりません。何かアドバイスをいただけませんか？ 
 
 「窮屈に感じている私」より 
 
この質問に対して、まずいちばんに薦められているのが“One Sketch a Day: A Visual 

Diary”という書き込み式の日記です。片側が絵を描くスペースになっているものです。日
本でも年末など、手帳コーナーにいろいろな手帳が並びますが、そういう類のものですね。

これを使って、朝起きたときに描いたり、午後にカフェで描いたり、夜寝る前にカフェで

時間をとって描いたりと、とにかく毎日描いてみることを勧めています。 
その次に勧めているのが“Leonora Carrington: Surrealism, Alchemy and Art”という

レオノーラ・キャリントンの画集です。私は個人的に好きなので知っていましたが、あま

り知っている方は多くないのではないかと思い、マニアックなセレクションだなと感じま

した。キャリントンはシュール・レアリズム系の画家で、その人生も波乱万丈でした。メ

キシコに移住し、現地の要素を取り入れて才能を開花させています。絵がすごく個性的な

ので、見ているだけで創造的な能力が刺激されることからこの画集が薦められています。 
キャリントンは“The Hearing Trumpet”という小説も書いているのですが、これは『耳

ラッパ―幻の聖杯物語』というタイトルで和訳も出ています。錬金術などを扱った幻想的

な物語なので、この作品で幻想の世界に入って右脳を刺激されることで、読んだ後はキッ

チンで踊りだしたくなりますよ、といって紹介されています。  
ここで質問に対応して本を紹介しているのはテヘランからロンドンに移住し、大変な思

いをされたという、先ほどご紹介した方です。こんなふうに、悩み相談とそれに対するビ

ブリオセラピストの答えという形で本の紹介がされています。これ以外にも、「今はオリン

ピックなので、オリンピック気分を盛り上げるためにどんな本を読んだらいいですか」と

いう軽めの質問もあれば、「人生の転換期で、職場も人間関係も変わってどうしたらいいか

わからないけれど、何を読んだらいいですか」という重めのものもあります。後者には荘

子の本をお勧めしていたりして読んでいると面白いですが、軽いものから重いものまで、

様々な相談に対応しています。 
個人的にこの試みは興味深いです。というのも、先ほど Bibliotherapy Toolkit で本の

リスト化について触れたところで、ある本がある人にとってはすごく意味があっても、他

の人にとっては何の意味もないかもしれないというお話が出ましたが、その点にすごく共

感するんです。日本読書療法学会のほうでもデータベースとして本をリストとして提供し

たいという思いもあるのですが、それで情報としてアクセスできるということだけでもメ

リットとしてあるとは思うものの、読書療法は本来一人ひとりにカスタマイズしたものな

のに、それをデータベースとして提供するのはどうなんだろうという思いもあるんですね。

そんな中、こういうふうに個人の視点から本を紹介するのは良くも悪くも選び手の個性が

出るので、それを読むほうにとっても、ある意味選びやすいのかなと思いました。選び手

の色をわかった上でセレクションを見ていくので、これは取り組みのひとつとして参考に
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なるなと感じました。 
 
もうひとつ、私が注目したのが Lapidusです。 
http://www.lapidus.org.uk/ 
The reading cureという読書療法についての記事を読んでいたときに「自己啓発への文

学の活用を促進するために1996年に設立されたLapidusが作家と医療従事者をまとめるの
に主要な役割を果たした」ということが書かれていました。 

http://www.guardian.co.uk/books/2008/jan/05/fiction.scienceandnature 
それで興味を惹かれて Lapidusについて調べたところ、「健康と福祉のために読み書き

を行う組織。作家や詩人、医療従事者やセラピストなどで構成」ということでした。アー

ト関係者と医療関係者が所属する組織で、読書療法だけでなく詩療法をむしろ主にやって

いる組織です。読むだけではなく創作することがセットで行われることが多いようですが、

詩療法の中で印象に残ったエピソードがあったのでご紹介したいと思います。そこでは何

名かが集まって、ひとり一文のような感じで、全員でひとつの詩を作るんですね。そのと

きはピストルがテーマだったのですが、ある男性が「僕はこのピストルで自分の頭を撃ち

ぬくことができる」と言ったんです。彼は自殺願望の強い男性で、それを詩の中でもそう

いう形で表していたのですが、隣の女性、この女性は普段は物静かでほとんど話さない女

性だそうですが、彼の詩を受けて「でも私はそのピストルを取り上げることができる」と

言ったのです。ですから、直接働きかけるわけではないけれども、その詩の中において彼

の自殺願望を止めるような働きかけを彼女はしていたわけです。このような詩療法が読書

療法と一緒によく行われています。これを主催する方たちが Lapidus に所属しているので
すが、特に詩人や作家である必要はありません。ファシリテーションができればいいとい

うことなのですが、ビブリオセラピストに比べてこちらのほうが要件定義が進んでいる印

象を受けました。 
Lapidus を調べていく中で、要件定義をしている the National Federation for 

Biblio/Poetry Therapyの存在を知りました。読書療法と詩療法の療法に関しての資格認定
をしている組織です。 
 

1983年に設立された the National Federation for Biblio/Poetry Therapyは読書療法／
詩療法の分野における療法家のトレーニングと資格認定の基準を設定し 、有資格者がメン
ター／スーパーバイザーとして実践を行う権限を付与する。 

 
これはアメリカを本拠地とするものなので、イギリスにおける療法家の定義をしている

わけではないですが、Lapidus の方たちも多くがこの組織から認定を受けています。こち
らに読書療法について問い合わせてみたところ、資格認定を行っている唯一の機関として、

400時間に及ぶ厳格なトレーニングを行っているとのことでした。その中で読書療法、詩療
法の方法論や、どういうものを教材に用いればよいのか、ファシリテーションをどのよう

に行うかということを学ぶほか、実際の訓練が行われます。400時間ですから、かなりしっ
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かりとしたトレーニングですよね。先ほどご紹介した The Reader Organisaitonのほうは
数日間の集中トレーニングで、特にビブリオセラピストの資格認定を受けるわけでもない

ですから、それに比べるとずいぶんと厳格だなと感じました。ここでは実際の臨床に対応

できるようにいろいろな訓練をされます。まだ私のほうで入手できていないのですが、こ

ちらから発行されているテキストに詳しい要件定義があるとのことです。ただ、読書療法

よりも詩療法、参加者に何かを書いてもらう場でのファシリテーションを主とした資格で

すので、読書療法のみのものとは異なるかなと思います。 
アメリカの話が出てきたので、アメリカとイギリスの読書療法の違いにも触れておきた

いと思います。読書療法についての記事がまとめて Library Sciences at BellaOnline.com 
で紹介されていたのですが、その紹介をしていた編集者で、アメリカの図書館で司書をし

ているChristine Sharbroughさんにアメリカとイギリスの読書療法にはどんな違いがある
のかを尋ねてみたところ、こんなお返事がありました。 

 
アメリカでの読書療法の適用は遅れています。読書療法は、イギリスでのほうが、ずっ

と支持を得てきました。これは、読書療法が役立つと証明できるような研究結果がないた

めですが、本によって救われたという事例報告は多数あります。 かかりつけ医は患者が診
断を理解する手助けとして読み物を処方することがよくあります。「読書療法」という言葉

で表現されてはいませんが、非常に近いものです。たとえば、薬に頼らずにどのようにし

てうつ病に対応するかを理解するために、アンドルー・ワイル氏の“Spontaneous 
Happiness”を薦めてもらいました。  

 
先ほども調査研究のお話をして資料をお見せしましたが、こういう研究も 2010年のも

ので、あまり長年にわたっての研究がないんですね。 
アンドルー・ワイル氏のことは知りませんでしたが、検索してみたところ日本語でも著

作が出版されていて、代替療法や自然治癒をテーマにされている方です。“Spontaneous 
Happiness”も、『ワイル博士のうつが消えるこころのレッスン』としてちょうど発売され
たばかりのようですね。 
このように、アメリカよりもイギリスの読書療法のほうが進んでいるというお話をいた

だいたのですが、私が今回いろいろと調べる中で受けた印象としては、アメリカのほうが

いわゆる「セルフヘルプ本」を用いた読書療法、たとえば禁煙するために禁煙についての

本を読むとか、ダイエットをしようとして減量マニュアルを読むとか、目的に直結した形

での読書療法が多いというものでした。実際、研究結果などを検索していても、アメリカ

のは「鼻をほじる子どもに読書療法をどう活用するか」というような話が出てきたりする

のですが（笑）、イギリスのほうは文学療法というか、文学作品を読んで、登場人物に自己

を投影してカタルシスを得るという、本来の読書療法に近い形で行われている印象を受け

ました。 
 
ここまで、前半としてイギリスの読書療法の現状についていろいろな事例をご紹介して
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きました。読書会が多く開催されていて読書療法の取り組みもなされているけれども、そ

れを読書療法と呼んでいないためにそのように認識されていない印象を受けました。読書

療法と呼ぶことへの議論もあるのかもしれませんし、アメリカでの適用の遅れについての

記事では、「療法」としてしまうと療法効果が求められ、それが得られない場合に訴訟社会

で問題になりやすいため敬遠されているという説もありました。呼び方が与える影響とい

うのもあるのでしょうね。 
ここまでで何かご質問はありますか。今回、イギリスの読書療法を知りたくて来てくだ

さった方が多いかと思いますが、実際に聞いてみて想像と違った点などあったでしょうか。 
 
参加者 A：カークリーズ図書館について、ビブリオセラピストは特に訓練を受けていな

いということでしたが、それだとクレームを受けたりすることはないのでしょうか。 
 
寺田：私もその点は気になって先方にお尋ねしているのですが、まだお返事待ちの状態

です。これは推測ですが、多少はそういうことがあるのではないでしょうか。もちろん、

それぞれに熱意を持った方がビブリオセラピストとして対応しているのでしょうが、何ら

かの疾患を抱えた方が予想もしていないような反応をされることってあると思うんです。

カウンセリングの知識などもないと、そういうときに対応できなくて困ることもあるので

はと思いましたし、ある程度の知識は必要になるのではと思いました。 
（※カークリーズ図書館からのお返事は P.5をご参照ください。） 
他にご質問はありますか？ 
 
参加者 B：ビブリオセラピストは、やはり相当本を読んでいるのでしょうね。そうでな

いと対応できないですよね。 
 
寺田：図書館の中でもこの活動に携わっている方が何人かいるので、一定のベースライ

ンとなるリストはあると思うんです。図書館によってはそういうリストがダウンロードで

きるようになっていたりもしますが、あくまでも概要というか、たとえばうつ病の場合は

これ、というように入門書や専門書が何冊か挙げてある感じなんです。そういう情報を共

有することで基礎になる部分は読んでいると思いますが、プラスアルファでどれだけ読ん

でいるかは個人個人の努力に委ねられるのでしょう。 
 
いまいただいたご質問は、ちょうどこの次のお話にもつながってくるのですが、第 1回 

日本読書療法学会勉強会で、日本読書療法学会がこれから取り組みたいこととして、こん

なお話をしています。 
 

• 読書療法家の育成 
      ←求められる素養と研修プログラムの開発 

• 読書療法の実践のためのデータベース構築 



 

15 

 ←うつを中心にその周辺へと拡大 
• 読書療法の研究・認知向上 
 ←勉強会の定期的開催 

 
いちばん下にある勉強会については、こういう形で開催してきているわけですが、ここ

で最初の項目、読書療法家の育成にお話を進めたいと思います。ご質問の中にもあったよ

うに、本についての知識、心理学の知識、カウンセリングの技術など多々あるかと思いま

すが、それだけのものを兼ね備えた方を育てるとなると、どれだけ大変なトレーニングに

なってしまうのだろうという懸念があります。そこで、せめて最低限こういうものは備え

ていてほしい、という要件を洗い出していけたらと思うのですが、みなさんが読書療法家

にセッションを受けると想定して、せめてこういうことはできてほしいということがあれ

ば教えていただけますか。あるいは逆に、こういうことでは困るとか、がっかりするとい

うことでも構いません。 
 
参加者 C：いちばん大事なカウンセリングだけあればいいと思います。聴いていく中で

重要なことは出てくるでしょうし、キーワードも出てくると思うので、そこに本の知識が

あればいいのかなと。先ほど、うつの本ならこれ、というようなデータベースのお話があ

りましたが、そういうものを活用していけば……。 
 
寺田：まず、聴いてくれるっていうのは基本ですよね。読書療法のつもりが、一方的に

本を薦められて終わったら悲しいですものね。カウンセリングについては、内容が幅広い

ので、たとえば交流分析もできて、これもできて、と求めていくときりがないですが、基

本となる聴くこと、傾聴ができれば取っ掛かりになると思います。それをサポートするた

めのデータベースが構築してあれば、参考になりますよね。 
 
参加者 D：グループで行う場合があるので、ファシリテーションのスキルが必要だと思

います。 
 
寺田：個別のセッションの場合と読書会の場合とがあるので、読書会の場合にグループ

に対応していく必要があるということですよね。 
 
参加者 E：ある問題に対して、直接回答している本を選ばない人がいいです。ハウツー

ものは巷にあふれていて、何かに悩んでいる人はそういうものは読み漁っていると思うん

です。だから、そういう本ではなく、一見まったく関係のないような小説とかを紹介して

くれて、読んでいる人が気づくような、そういうとんでもない本を紹介してくれるとうれ

しいなと思います。すごく読書をされている方でないと無理かと思いますが。 
 
寺田：そうですね。かなり読み込んでいる人でないと難しいですね。それができたらか
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っこいいというのはありますけどね。知識もセンスも相当求められるという……。そうい

うものが提供できればいいですよね。ハウツーものを出されたら、がっかりしますか。 
 
参加者 F：本を選ぶのって感性だから、別に知識がなくても検索できるじゃないですか。

だから「こういう本がいいなあ」っていうのがあれば、そんなに読み込んでいなくても検

索でいけるんじゃないでしょうか。 
 
寺田：感性があれば選べるということですね。今お話を伺っていて思ったのですが、相

性もあるのかな、と。介護の世界でも相性が大事だという話があって、いくら技術があっ

てもお互いに相手のことをよく思えないとうまくいかないと言われるのですが、それと同

じで、いくら相手のこれまでの読書歴とかを聞いても、選ぶ側の好みがどうしても出てく

るので、相性も大事になってくるのかなと思いました。 
聴くということをベースにしたカウンセリング的なこととファシリテーション、そして

本選びのセンスというお話が出ましたが、数値化していくのが難しいことですし、育てて

いくというよりそういうものを兼ね備えた人を探していくほうが早いという感じがします。

すべてのことを兼ね備えることを一人に求めるとなると育てるのにも付加が大きいですが、

それよりも個々の得意なものを活かしていくことかなと思います。たとえば、先ほどのビ

ブリオセラピストのお悩み相談で登録されていたセラピストたちはそれぞれに得意な分野

があって相談に乗っていました。本選びのセンスがある人、カウンセリングの技術に長け

た人などそれぞれ得意分野があると思いますので、そうやって何人かで補完できるような

体制がいいのかなと感じます。カークリーズの図書館のように、熱意がある人なら誰でも

ビブリオセラピストにというのは、広めていくにはたしかにそういうほうが広まりやすい

のでしょうが、却って損なわれるもののほうが大きいような気がします。誰でもどんどん

読書療法をやっていってもらうようにしたら、たとえばすごく心を病んでいろいろなもの

を抱えて大きな期待を持って読書療法のセッションを受けたのに、却ってがっかりしてし

まったということにもなりかねません。ですので、先ほどの 400 時間のトレーニングには
及ばなくとも、何らかの要件を満たせるように考えていきたいと思います。このトレーニ

ングを行っている団体のテキストは取り寄せ中なので、それを読んで要件を参考にしなが

ら、みなさんにもフィードバックしていきます。 
 
続いて読書療法のデータベースのお話です。いろいろな図書館で、たとえばうつの人に

はこれ、この症状の人にはこれ、というリストのような形でデータベースがあるというお

話をしましたが、個人的には先ほどのお悩み相談の事例集が取り組みとして面白いかなと

思いました。みなさんのほうからデータベースに関するご要望はありますか？ 今はまだ

そういうものはホームページ上になくて、今後そういうところも充実していければと思っ

ています。たとえばこの症状にこれ、というリスト的なものがあったほうがいいのか、そ

れともお悩み相談的なちょっとひねりのきいたセレクションのものがあったほうがいいの

かなど、お聞かせください。 
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参加者 G：病院で図書室の担当をしていたのですが、ターミナルケアの病棟ができたば

かりの段階で、どんな本を置いたらいいのかがわからないのです。変に宗教っぽくならな

いようにしたいとか、絵を見てもインスピレーションを得るから絵を置こうかとかそうい

う話にはなるのですが、専門家がいないので誰もわからないのです。こういう本を置いた

らいいなと自分で思うものもあるのですが、結局危ない橋は渡らないという結果になって

しまいます。こういう取り組みを始めた病院が参照できるような、ターミナルの方向けの

リストなど、この学会に提供していただけたらと思います。 
 
寺田：その情報はとてもありがたいです。確かに、そういう状況では判断基準がないと

「危ないからやめよう」ということでせっかくの取り組み自体がなくなることにもなりか

ねませんものね。 
 
参加者 G：そうなんです。結局置いてあるのは小説、漫画、寄付していただいたいろい

ろなジャンルの本、あとは本当に専門書しかないという状況で、小説と専門書の間の本と

言うんでしょうか、たとえば『死ぬ瞬間』のような本を置きたくないというんですね。 
 
寺田：「死」という言葉がついたものは避けたい、と……。 
 
参加者 G：はい。精神世界的なものを置くのは困るということで……。人によっては美

術を通して心の世界を受け取れますよね。ですから、じゃあそっちにしましょうかという

ことで最終的には美術書になるんです。 
 
寺田：そういう場面で情報を必要とされる方がいらっしゃるとわかったのは、とてもあ

りがたいです。 
 
参加者 G：本がすごく必要とされています。 
 
寺田：そういうところでお役に立てたらとてもうれしいですね。ターミナルで何を置く

かというセレクションは非常に難しいですが、学会としてもできることを協力させていた

だきたいので、引き続き情報交換させてください。また、みなさんのほうで他にもこうい

う場面で本選びの情報が必要ということがありましたら、お問い合わせフォームなどから

ご連絡いただければ、こちらとしてもお役に立つようにしていきたいと思います。リスト

に関しても、ある程度ハウツー的なものも含めたリストと悩み相談という形式のものと、

検討しながらホームページを充実させていきたいと思います。 
 
続いて、読書療法を普及させるために司書や精神科医の方々との連携を今後していけれ

ばと思うのですが、精神科医の方々が特に活用したり登録したりしているようなメーリン
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グリストや団体などはご存知でしょうか。 
精神科医と言ってもいろいろな方がいらっしゃるので、きちんとした診察もなく「お薬

出しましょう」、それで調子が優れなくて訴えても「じゃあ、お薬増やしましょう」という

方もいれば、本当に一生懸命にやられている方もいて、すごく開きがあります。ですから、

個人個人との信頼関係を築くという意味でお一人おひとりと接点をもっていくことしかな

いのかなと思っています。もし、みなさんのほうで「この方は良心的に患者さんに対応し

ています」とか、患者さんに対して読書を勧めることにご関心のある精神科医の方をご存

知でしたら、ぜひ情報をご提供いただけたらうれしいです。 
精神科医の方も、昔はきっと薬に走る感じではなく、赤ひげ的というか、話を聴く中で

「こういう考え方をしてみたらどうか」とか「こういう本を読んでみたらどうか」という

やりとりがもっとあったのではないかと思うのですが、今はとにかく薬に頼りがちのよう

です。『NHK スペシャル うつ病治療 常識が変わる』という本を読んでいても、薬の弊害
というか、うつ病は薬物療法が中心になることが多いものの、服薬によって却って精神状

態がおかしくなってしまったという話も結構多いんですよね。たとえば、すごく温厚な性

格の女子大生がうつ病の薬を服用するようになってからコンビニ強盗をして、自分でもど

うしてそんなことをしたのかわからないんだけれども、薬を抜いたら落ち着きを取り戻し

たとか……。 
最近は発達障害のある子どもが薬を服用することも増えているそうです。服用していれ

ば学校の中で走り回ったりすることがないからというので服用させていて、服用させてい

ないと、学校の先生からのプレッシャーで親も学校に子どもを登校させられないそうです。

そんな低年齢から薬を服用して大丈夫なのかという懸念がありますし、私自身が薬を信頼

していないところがあるので余計に反応してしまうのかもしれませんが、安易に薬に頼っ

てしまう前に読書療法というものがあるということを知っていただけるようにしていきた

いと思っていますので、そういうことにご関心のある精神科医の方が周りにいらしたら、

ぜひお知らせください。 
 
続いて、司書の方についてなのですが、皆さんの中に司書の方はいらっしゃいますか？ 

（挙手）いらっしゃいましたね。今回、事前に調べたところでは、司書の方が図書館に来

た方に本を薦めるようなことは難しいということでしたが、そういう取り組みはされてい

ますか？ 
 
参加者 H：積極的にはしていないですね。言われたら紹介するという感じで……。 
 
寺田：図書館をよく活用されている方だと調べ物をするのに司書の方に相談したりする

ことはよくあるのでしょうが、そうでない場合、本の相談を司書の方にすることってあま

りないような気がするのですが、実際にはどうなのでしょうか。 
 
参加者 H：調べものの依頼は結構あるのですが、どんな本を読みたいかとか、本を紹介
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してほしいという相談は少ないですね。 
 
寺田：そこで司書の方に、というシステムのようなものがまだないように感じるのです

が。 
 
参加者 H：読むものを決めて探してくださいということで来る方が多いので、そうでな

い方たちにもっと訊きに来てくださいというような取り組みも必要だとは思います。 
 
寺田：司書の方たちの間での温度差はどうなのでしょうか。そういう取り組みに積極的

な方が多いのでしょうか。それとも訊かれたときに対応すればそれでいいというような態

度の方が多いのでしょうか。 
 
参加者 H：司書全体ではわかりませんが、私の周りで言うなら半々ぐらいですね。同じ

本に対しても人によって興味の持ち方が違うので、子どもの本が好きな方は児童書を子ど

もに紹介することに興味がありますし、訊かれたことに答えることに興味がある方もいま

すし、いろいろなので半々というところかと思うのですが。 
 
寺田：司書の方同士の勉強会というか情報交換会のようなものはあるんですか。読書療

法的なことに限らず、この本はよかったとか、この本が面白かったというような……。 
 
参加者 H：私の周りでは、この本が面白かったとか、そういう批評ぐらいですね。こう

いう本をこういう人に薦めたらいいとか、そういう話はあまりないですね。 
 
寺田：仲間内でのやり取りという感じですね。 
 
参加者 H：そうですね。 
 
寺田：日本図書館協会というのがあって、そこに司書の方は登録されていることが多い

と伺ったのですが、周りの司書の方だけでなく、他の図書館の司書の方との情報交換とい

うのはありますか。 
 
参加者 H：特にないですね（笑） 
 
寺田：なるほど（笑） 特に司書としてまとまりがあるわけではなく、個別の話になる

のですね。 
 
参加者 H：そうですね。 
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寺田：そうすると、こういう読書療法的なことを司書の方に勧めていきたいと思ったら

個別にアプローチしていくのがいいのでしょうか。 
 
参加者 H：はい、そうだと思います。 
 
寺田：ありがとうございます。 
今回、司書の方に事前に情報をいただいた中で興味深かったのが、アメリカの図書館で

の「自殺する前に図書館へ」というキャンペーンが行われたことがあるというお話です。

それは健康のことや経済的なことで具体的に困っていて情報がない方に対して必要な制度

を教えたり仕事の探し方を教えてあげたりするのに図書館の司書がいろいろお手伝いをす

るというキャンペーンです。司書に与えられている権限が日本とアメリカでは違うので同

じような取り組みというのは難しいのでしょうが、少なくとも精神的に悩みを抱えたとき

に図書館というのがひとつの拠り所になるような、そんな取り組みも将来的にしていけた

らなと思います。 
 
ここで今後の学会の活動をお話しておきたいのですが、勉強会は今回のような形で 2ヶ

月に 1 回くらいのペースで続けていきます。早めにスケジュールと内容を出してほしいと
いうご意見をいただくのですが、毎回勉強会のために準備をする中で次に関心のあるテー

マが出てきて次の勉強会のテーマが決まるという具合なので（笑）、このような形でやらせ

ていただければと思っています。 
 
この勉強会とは別に、顧問の先生方、私が実際にお話を伺いたい先生方に顧問をしてい

ただいているので、先生方のお話を伺えるような講演会というのを開催していきたいと思

っています。 
（※第 1回の講演会は 12月 23日（日）にホテル西洋銀座で清川妙先生をお迎えしてお

届けします。詳細は近日中にホームページでご案内いたします。） 
 
読書会もやりたいのですが、以前イメージしていた読書会は 1回完結のものでした。敷

居が低くて参加しやすいほうがいいだろうということで、それなら短編なり絵本なり、そ

の場で完結するものをやっていくのがいいと思っていたのですが、今回いろいろと調べて

感じたのは、継続的なものが大事なのだということです。先ほどお見せした映像でもそう

でしたが、そういう場があって、そこに行けばいろいろ話ができて安心感が持てるという、

そういう場としての機能が大きいのかなという印象を受けました。私も俳句をやっている

ので毎月句会に参加しているのですが、投句された句に対して参加者がいろいろと好きな

ことを述べるんですね。たぶん１ヶ月の中でこの時間がいちばんたくさん笑っているんじ

ゃないかというくらい楽しい時間なのですが、お互いが自分の仕事などの立場を完全に離

れて、あくまでもその句について語り合う、自分のことを重ね合わせながら意見を言える、

そういう場が大事なんだなあということは実感としてあるので、場としての機能を重視し
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た読書会というのを考えていきたいなと思います。何を読むかとかどういう形で開催する

かは、私ももう少し考えてみたいと思います。読書会といってもいろいろあるので、ビジ

ネス書よりのものだと、結構難しいビジネス書を読んでこないと参加できないというよう

に参加のハードルをあえて上げてあるものもありますが、そういうタイプのものではなく、

療法的な効果を出せるものになるでしょうね。参加される方も、ちょっと精神的に弱って

いたり、拠り所が必要だったりして、そういう方たちに療法的なものを提供する方法のひ

とつと考えています。みなさんの中で読書会を主催されていたとか、参加した経験がある

という方はいらっしゃいますか。（挙手）どのような読書会でしたか。 
 
参加者 H：私が参加したのは、『アンネの日記』を読んでいるものだったのですが、各

自それぞれ本を読んできて感想を言い合うものでした。30 人くらいで、比較的高齢の方が
多かったのですが、司会者がいて、それぞれの感想について説明をしたりとか、書かれた

ときの背景を説明したりしていました。 
 
寺田：その 30 人は一堂に会して行うのでしょうか。４～５人のグループに分かれてで

はなく……。 
 
参加者 H：一堂に会してやります。 
 
寺田：そうなんですか。そうするとかなり大規模な読書会になりますね。 
 
参加者 H：はい。 
 
寺田：読書会というと少人数のものを想像していましたが、いろいろな規模のものがあ

りますね。ただ、療法的なものとなると、やはり少人数になるかと思います。ある程度定

期的に開催するとかそういう条件が出てくるので、確定してからまたフィードバックをし

ていきます。 
 
そしてブックトークについてですが、いろいろな本を紹介する試みとして学校の先生や

司書の方がやったりしますが、学会のことを知っていただくきっかけとしてのブックトー

クをやっていけたらと思っています。勉強会となるとどうしても参加のハードルが高いで

すし、勉強しようという方が集まることになるので、目的がはっきりしている分、私とし

てはやりやすくてありがたい反面、ちょっと興味があるというような方にはなかなか参加

しづらいものになってしまうかと思います。そこで本を紹介する 30～40分ぐらいのブック
トークを今後開催していきたいと思います。初回のテーマは「カミナリ」で、私が落雷火

災の経験があってカミナリに関心があるので（笑）、カミナリという観点からいろいろな本

を紹介していければと思っています。 
（※9月 17日（月）に開催いたしました。当日の様子はこちらをご覧ください。 
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http://ameblo.jp/teradamariko/entry-11358302873.html） 
 
それから読書交流会というものを考えています。これは最近読んで癒されたとか、自分

にとって読書療法効果があった本を参加者の皆さんにお持ちいただいて、それについてひ

とり 15分くらい自己紹介を兼ねてお話していただいて、ほかの参加者からの質問にも答え
ながらお話していこうというものです。というのは、読書の傾向はどうしても偏るもので

すし、何を読んで癒されるかというのも人によってまったく違うんですよね。この人はこ

んなことで癒されるのかとビックリするくらい違うものなので、人の話を聞くことで自分

の本についての知識を広げられる場にしたいなと思っています。勉強会の時にはなかなか

皆さんとお話をする時間も取れないので、交流の場としても活用していけたらなと思って

います。 
（※9月 29日（土）に開催いたしました。当日の様子はこちらをご覧ください。 
http://ameblo.jp/teradamariko/entry-11367184935.html） 
 
次回の勉強会は 10月 21日（日）に「依存症と読書療法」のテーマで開催します。依存

症の研究を専門にされている磯村毅先生を名古屋からお招きしてお話していただきます。

磯村先生は『二重洗脳』などのご著書があり、日本読書療法学会の会員でもいらっしゃる

のですが、入会されたきっかけがすでにご自身で読書療法を実践されていて、それをさら

に学んでいきたいからとのことでした。依存症にはアルコール依存などの重いものから甘

いものがやめられないなどのプチ依存的なものまでありますが、その仕組みやどのように

して脱依存をしていくのかもお話していただきます。 
 
それでは、また次回ご一緒できるのを楽しみにしています。本日はありがとうございま

した。 
 
 


